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　14)東日本大震災における奥羽大学の取 り組み
　　　 (その1)
　 ○板橋 仁,今関 肇,宇佐見晶信,影山 勝保
　　 川合 宏仁,関根 貴仁,玉井 一樹,長岡 正博
　　 西本 秀平,濱田 智弘,林 太一,福島 雅啓
　　　　　　　　　　　　 和田 隆史,渡辺 聡
　　　　　　　　　　　(奥羽大学歯学部災害支援班)
【目　 的】東 日本大震災における本学の社会貢献
活動の一環 として,演 者らは身元不明遺体の検死
業務を担当したので,そ の概要 を報告 した。
【方　法】3月11日の震災後,日 本歯科医学会お
よび日本歯科医師会から協力要請を受けた大野歯
学部長の指示で,高 橋病院長指揮の もと本学の検
死チームを立 ち上げた。県歯科医師会 と分担 して
週の前半を受 け持 ち3月29日か ら5月31日まで,
のべ27回派遣 した。出動には県警機動捜査隊の
協力で奥羽大学と遺体検案所(元 アルプス電気社
屋 相馬市)を 往復 した。
　検死では,遺 体番号とともに顔写真,口 腔内写
真(義 歯は外 して写真に収める)を撮影 し,口腔
内診査 とデンタルチャー トへの記入を二人一組み
で行った。検死マニュアルでは見落 としを防ぐた
めダブルチェックが原則であるが,遺 体の数が多
い現場では記録 したチャー トを読み上げて再確認
するという代替法で,現 場対応のダブルチェック
とした。根管処置など生前記録が残 されている可
能性が高い部位を中心にエ ックス線写真 を撮影 し
た。検死後すみやかに,画 像 を現場のパ ソコンに
保存 した。
　随時,生 前記録 との照合判定を行い 「同一人物
の可能性が高い」場合には,警 察官立会いの もと
に判定結果 を遺族に説明 した。
【結　果】本学の検死派遣27回における当日業務
をまとめると,検 死件数139件,再検死数5件,
照合判定73件,合計217件であった。生前記録が
乏 しく照合が困難な例 も見 られた。エ ックス線写
真撮影に際 して,本 学放射線科か らの遮蔽板設置
により現場での被爆軽減策が講じられた。ポケッ
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ト線量計による個人の被爆線量測定では1回 約
12時間の出動で平均0.17μSv/hであった。
【まとめ】今回の震災で検死業務を担当し 「1人
でも多くのご遺体を遺族の元にお返 しする」ため
に,困 難な状況下での正確 な検死の実体験ともに
生前記録の重要性 を再認識 した。
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